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とであった。より正確にいえば、おおよそ 1907－1908 年(明治 40－41 年)頃に､それまで懸命に
追求してきた歌詠みがどうでも良いことになったのである。彼は、自分が歌人として記念され
























簡にも記録されている。1910 年(明治 43 年)10 月 10 日、生涯の友・『岩手毎日新聞』の岡山儀
七(1885-1943)あての書簡でつぎのように指摘している。 









ず」(石川 1979b：305－306、強調点は原文、《 》[ ]は引用者。以下同)。 
 上に引用した書簡から2ヵ月後、『一握の砂』(1910年 12月 1日)を刊行したばかりの啄木は、


















年 5 月 5 日函館へ到着→同年 9月 13 日函館から札幌へ出発→同年 9月 27 日札幌から小樽へ出
























 石川啄木は、札幌に滞在中 1907 年(明治 40 年)9 月に 4 回分載(18 日・24 日・26 日・27 日)
のエッセイ「秋風記・綱島梁川氏を弔う」(『北門新報』)を執筆する。その年、1907 年は、日
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である。その意識の高揚を示す事件が 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて、起こる。広州事件
(1895 年)、恵州事件(1900 年)、広東新軍事件(1900)、黄花岡事件(1902 年)、第二湖南事件(1906





 そのうち「安慶事件」は啄木が｢秋風記｣を公表する約 2ヶ月前(1907 年 7 月)に起きる。安慶
事件とは、徐錫麟
じょしゃくりん























報道された。徐錫麟の決起については最初に、『大阪毎日新聞』が 1907 年 7 月 18 日付けで、『大
阪朝日新聞』が 7月 19 日付けで、それぞれ報道する(沢本 2008)。『大阪毎日新聞』は「安徽巡
撫暗殺の光景」と題し、「直ちに東轅門の側に引立てて先ず其腹を抉りて祭酒をなし、更に其首





 秋瑾の決起はどうか。まず『大阪毎日新聞』1907 年 7 月 19 日に「女教師の処置」と報道さ
れる。秋瑾斬首(1907 年 7 月 15 日早朝 4 時)から数えて 4日後の報道である。翌日 7 月 20 日に
は秋瑾の「斬首」が報道される。『東京朝日新聞』1907 年(明治 40 年)7 月 20 日には、「徐錫麟
党与又斬殺」という見出で「逝江省紹興県明道学堂の教師秋瑾は故徐錫麟の党与なりと認定さ
れ斬罪に処せられ学堂も同時に閉鎖を命ぜられたり」(沢本 17）との記事が載る。さらに同紙








































1907 年の 5 月に北海道に渡った石川啄木は、まさにその「安慶事件」の年(1907 年)の 8 月
18 日から『函館日々新聞』の遊軍記者となり、9 月 16 日からは北門新聞社の記者となる。『北
門新報』に「秋風記」を載せる。啄木も「秋風」である。「安慶事件」が日本にも報道されるこ
の時期、啄木は新聞記者であり、内外の動向にいち早く知るポジションにいた。啄木は中国に








の民衆が 21 世紀初頭までに中国の大きなプレゼンスを示すだろうと見通している。 
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No.4 には「朝刊の新紙数種を閲して……」と書く(同 179)。啄木は新聞報道を丹念に読み、内
外の動向を注視していたのである。「秋瑾事件」が報道された 1907 年 7 月下旬から「秋風記」





秋瑾斬首から約 2 ヶ月後の 9 月下旬、啄木はまずエッセイ「秋風記」を書く。その直後に知
人・綱島梁川の死去を知り、追悼文「友人・梁川綱島の死を弔う」を書く。この両者は「秋風
記・綱島粱川氏を弔う」と纏められる。その執筆状況の一端は、啄木が記した日記で確かめる
ことができる。啄木は 9月 20 日の日記で、綱島の死去を知ったと記し、綱島の他者と融和する
温容な人格を称える。翌日 9月 21 日の日記には、「社会主義」を主張する友人に、それは「(程
度の)低き問題」ではあるが勤労者の「必然の要求」に裏づけられた主張であることは認めると
書く(同 167)。9 月 24 日の日記では「梁川氏を弔ふ」という追悼文を『北門新報』に書くこと
になったと記し、「自己実現の意志」と「自他融合の意志」の両面合わせて世界をみる自分の哲
学を友人に主張したと書く(同 168)。「秋風記」でも主張している(石川 1980：121)、この哲学
は、前年の「渋民日記」(1906 年 3 月 20 日)にすでに記している(石川 1978c：79)。「秋風記」




























その打撃は、啄木が 1907 年 9 月下旬札幌から小樽に移り 10 月 15 日の『小樽日報』に載せた















「我欲隻手援祖國     我隻手にして祖國を援けんと欲す 
奴種流傳徧禹域     奴種流れ傳はり禹域にあまねし 
心死人人奈爾何     心死せる人人爾を奈何せん 
援筆作此寶刀歌     筆を援り此を作る寶刀歌 








































木が 1908 年(明治 41 年)7 月 17 日と 7月 19 日に書いた日記である。7月 17 日の日記には、ま
だ夏 7 月中旬の夕方なのに、「何となく頭の中に秋風の吹く心地だ。母が妻が恋しくなった」








の)決起＝斬死」という対応は、偶然ではない。啄木の当時(1908 年 7 月)の日記には、啄木自
身の「自分の心の深いところ」(同 303)に潜在してきた「秋瑾の決死の決起＝斬首」が表出し
ている。ここに啄木における秋瑾との病跡学的(pathological)な対応関係がある。 
実は、秋瑾は処刑よりほぼ 3 年前、1904 年 11 月に横浜で孫文たちの革命党「三合会」に入
会し、翌年 1905 年 6 月には上海で徐錫麟の「光復会」に入会し(永田 218,236)、その 2年後の
1907 年 7 月に決起し惨殺される。啄木は秋瑾の決起＝惨殺の結果を突然、新聞報道で知る。そ
の 2 ヵ月後に啄木は「秋風記」で「大いなる白刃の斧を以て頭を撃たれた……」と秋瑾斬首を
暗喩する。その半月後「無題」の詩で秋瑾の「寶刀歌」と問答する。1 年後、1908 年 7 月 19
日、啄木が日記で「支那の革命家の話」を聞いたその日、孫文は横浜に到着する(堀川 97)。約
























この見地はすでに 2 年前の日記や 1 年前の「秋風記」で記していた。現状は「歪んだ人為」
であり、打破すべき対象である。現状を打破する者は、「深部の自然」＝「スピノザ的自然」に
促されて行動する。そのころ石川啄木は、自己の思想基盤である「ニーチェ的超人」を「スピ
ノザ的自然」に根拠をもつものである、とみていた。1907 年 9 月執筆の「秋風記」の約 1ヶ月
後、同年 10 月 15 日、秋瑾祥月命日に『小樽日報』に《秋瑾との問答歌》を載せ、その 2 週間














(9) 社会時論家・石川啄木 ― 明治期の産業革命と工場法 ― 
 
 啄木は、1908 年 4 月下旬、東京に移って執筆したシリーズ時評「百回通信」(『岩手日報』




















財産のうち土地だけでも約 360 万町歩(360 万ヘクタール)あった。その他、現金・有価証券が




預金・株式所有・企業経営資金)」に配分される。当初、明治国家は明治 20 年(1887 年)成立の
初期所得税制、即ち、所得をすべて個人に帰属するところで課税する「総合課税制」を敷いた。
それでは産業資金が遅遅として蓄積されない。そこで地主資金をより多く産業資金に転化する
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生産は上がらず、小作料が上がる。当然、農民は「地租軽減」を要求することとなる。「分類所
得税制」に継ぐ、明治国家の所得税政策の第二の画期は、日露戦争費調達のための「非常特別
税」[1904～1905 年(明治 37～38 年）]である。これらの動向は啄木の「百回通信」(1909 年＝
明治 44 年)の 4 年前のことである。このような、明治維新以後の日本資本主義確立のため原始
的蓄積(原蓄)の政策体系構築は、先にみた清朝末期の無方向性＝無体系性と対照的である。1897
年(明治 30 年)に成案を見ながら廃案になった「工場法案」は、「分類所得税制」導入の年であ
る 1899 年(明治 32 年)に農商工高等会議に諮問される。しかし、日露戦争(1904-05 年)の勃発
によって頓挫することとなる。 























くてよいのかと突く。因みに、少し後の 1919 年(大正 9年)の「文官人員及び年報」でみると、
－ 16 － 
雇庸を除く官吏の人数と給与の内訳は、勅任官 852 人＝3,548,690 円、奏任官 9,844 人＝


























主ではない。「地租比重の低下、所得税割合の増大化傾向は、1892 年度 [明治 25 年度]の地租、
所得税納入額をそれぞれ、１とすれば、1924 年 [大正 13 年]には、地租が僅か 1.87 倍の増加
率しか示していないのに対し、所得税にいたっては実に 69 倍の増加率を示す」(中村政則 82；
元号を西暦に訂正して引用)。したがって、(a) の主張は、税制を管理＝運営する官僚の報酬を
増やすことによって、所得税や営業税を減らすように誘導しようとする資本家的地主の利害を
－ 17 － 
代表する。 
 「分類所得税制」が導入されたのは、1899 年 (明治 32 年)である。その直後、1902 年(明治
35 年)からの明治政府の主要財源の割合(％)を『日本経済図表』(cf.参考文献)みると、地租は
1902 年(明治 35 年)の 28,4％から、10 年後の 1912 年 (大正 1 年)の 17.6％、さらに 10 年後の
1922 年 (大正 11 年)には 7.2%に、と減少の一途をたどる。これに対して、所得税は 1902 年(明
治 35 年)には 4.5%にすぎなかったが、1912 年(大正 1年)には 9.1%に、1922 年(大正 11 年)には
22.3%に増加する。営業税も、1902 年(明治 35 年)は 4.1%であったが、1912 年(大正 1 年)には











 啄木の死後(1912 年＝明治 45 年)の数年後、農本主義的家族主義の立場から見ていた佐藤昌





















開拓団)が浮上してくる。啄木死後、ほぼ 20 年のことである。 










































者の問題である。啄木は「百回通信」No.25 でその問題を取り上げる。1899 年 (明治 32 年)に
農商工高等会議に諮問された工場法案は、1904－05 年間の日露戦争に阻まれて帝国議会に提出
されなかった。ようやく「工場法」は 1911 年に公布され、施行は資本家の反対で 1916 年にの
ばされることになる。啄木は書く。 
「政府が去る明治 33 年[1900 年]4 月以来、十個年の日子を費して調査研究を重ねたる
工場法案















































－ 21 － 
工場法はその後、どのような経過をたどったのであろうか。欧州大戦の結果として国際労働










《産業革命から第二次市民革命へ》 そもそも「第一次市民革命」(イギリスの 1649 年、フラ











駆であった。「第三次市民革命」は gender, handicapped, minority, ecology をキーワードと







年 11 月 4 日制定のフランス第二次共和政憲法から始まる原理である。同じように見えても、「所
－ 22 － 




























その後、救民救助法案(明治 23 年＝1890 年)、救貧法案(明治 35 年＝1902 年)などの案が浮かび
上がったが、いずれも廃案となった(自由民権派排除の前奏)。ところが、第一次世界大戦＝ロ
シア革命、労働運動、小作争議、米騒動などの影響があって、1918 年(大正 7年)に「救済事業
調査会」がつくられ、「救護法」が 1932 年 (昭和 7 年)に実施される。このように、「市民法」








かっただろうか。最近、中国では 2007 年 10 月 1 日に物権法(市民法の一部)が、労働契約法(社





 池田功の調査によれば、啄木は生涯に、「春」を詠んだ歌を 99 首、「夏」を 26 首、「秋」を
150 首、「冬」を 19 首つくっている。「秋」が 51％と圧倒的に多い。しかも、「秋風」・「秋」の
使用頻度には周期がある。頻度の多い年は 1902 年、1908 年、1910 年である。1902 年(明治 35
年)には「秋風」が 3回、「秋」が 33 回＝計 36 回、1908(明治 41 年)には「秋風」が 6回、「秋」
が 44 回＝計 50 回、1910 年(明治 43 年)には「秋風」が 19 回、「秋」が 39 回＝計 58 回、それ
ぞれ使用している(池田 90)。啄木の精神的転機は秋に訪れ、「秋風・秋」をキーワードにその
旋回を表現したのである。しかし、啄木の「秋風」や「秋」の使用は、短歌に限られない。短
歌における二回目の頂点である 1908 年の前年 1907 年も、エッセイ「秋風記」に見られるよう
に、「秋風」・「秋」は啄木のキーワードである。 
 1907 年の「秋風記」、1909 年の「弓町より」、1910 年の「九月の夜の不平」のそれぞれの「秋」
は、啄木の精神的推移の画期を刻む。『一握の砂』(1910 年 12 月 1 日刊行)に収録されることに
なる、金田一京助との友情を記念するために 1908 年秋に作った 51 首「秋風のこころよさに」
もそうである。2 年後の 1910 年の秋に作歌した「九月の夜の不平」34 首のうち 15 首には、用
語「秋風」・「秋」が用いられている(44％)。34 首のから 26 首を『一握の砂』に収録した(76.5％)。
啄木が『一握の砂』に収めなかった 8 首をあげる。それぞれの冒頭の数は「九月の夜の不平」
















啄木は、未公表論文「時代閉塞の現状」(1910 年＝明治 43 年 8 月)で、上記の歌 26「時代閉
塞の現状を奈何にせむ…」や 25「秋の風我等明治の青年の…」や 34「明治四十三年の…」に込
めた意味を書いている。啄木はそこで、《二つの不思議、資本と遊民》を論じる。 





















































































神を具現している」と「推薦の辞」で書いた(三木 713)。啄木の「回心」は 1910 年(明治 43 年)1
月 9 日、『紅苜蓿』の編集者・大島経男(1877-1941)宛の書簡にも記録されている。 







である事を明らかにしたに過ぎません。最近昨年(1909 年＝明治 42 年)秋の末私は漸くそ
の危険なる状態から、脱することが出来ました」(石川 1979ｂ：291)。 































魯迅(1964a,1964b)『魯迅選集』竹内好訳、第 1巻、第 2巻。岩波書店。 










武田泰淳(1968）『秋風秋雨人を愁殺す ― 秋瑾女士伝 ― 』筑摩書房。 
武田泰淳(2003)『身心快楽』講談社。引用文初出『中国文学月報』1940 年 1 月。 
橘撲(1936)『支那社会研究』日本評論社。 
橘撲(1943)『中華民国三十年史』岩波新書。 
沢本香子(2008) http//:www.biwa.ne.jp/~tarumoto/s1105.html「新聞に見る徐錫麟事件、秋瑾
事件」。 
東京政治経済研究所(1930)『1920－30 政治経済年鑑』日本評論社。 
豊島直道・花井卓蔵・谷田三郎監修(1917)『日本制裁法規(全)』清水書店。 
壺齋散人(引地博信)(2007)「秋瑾女史愛国の詩：寶刀歌」：http://blog.hix05.com/cgi/mt/ 
mt-tb.cgi/113 
内田弘(2001)「世界資本主義と市民社会の歴史理論」専修大学社会科学研究所編『グローバリ
ズムと日本』専修大学出版局。 
内田弘(2007)『三木清の戦時レトリックと戦時日本社会論』『(専修大学)社会科学年報』No.41. 
山本進(2002)『清代社会経済史』創成社。 
和田正広編著(2000)『中国伝統社会の歴史的特質－宗族・官僚・啓蒙－』中国書店。（以上） 
